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研究論文
日本における憑依研究の一側面
－精神医学の視点から－
大宮司 信
北翔大学人間福祉学部
抄 録
日本における憑依の精神医学的研究の歴史を，宗教をひとつの要素として加え検討した。女
性の教祖のばあい，日本では憑依体験をもとに宗教を始めた例が多く，苦しい生活を送った女
性の心の回復のひとつの型として考えた。また人格の変性という点で共通する解離に関する精
神医学研究が最近増加していることが明らかとなった。
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 ．は じ め に
筆者はこれまでアイヌのイムという現象や，日本にお
けるオウム真理教と世界のいわゆるカルト宗教の近年に
おける動きについて本年報で報告してきた１，２）。
こうした研究に関連して，筆者は日本においては「人
間に何ものかが憑く」憑依という現象を抜きにして宗教
を考えることは難しいと思い至っている。
例えば幕末から明治にかけて成立した近代日本の代表
的な宗教である天理教や大本教は，中山みきや出口なお
の神がかりという形の憑依で始まっている。
一方，憑依は精神医学の中でも取り上げられて病気の
一部として語られる。そうした視点からは宗教における
憑依を，精神医学からみていく視点が成立する３）。この
ような事情を前提・背景にし，日本において憑依という
現象が精神医学の中でどのように取り上げられてきたか
を振り返ることには一定の意義があると考える。
また後にも述べるが，筆者は憑依の中核を人格変換と
考えており，そうした観点からは近年わが国でも症例報
告が続出した多重人格や解離状態も憑依と無縁ではある
まい。
以上述べた諸点をふまえながら，本論考では精神医学
から見た憑依の日本における研究を歴史的に振り返り，
宗教との関連も付加しながら考察してみたい。
．憑依とその心理
人間に狐や狸がのりうつったり，仏が憑いたりすると
いう現象は憑依と呼ばれている。筆者は精神医学の立場
からこれを２つに分ける。
ひとつは，「憑いた」という確信に焦点をおく「憑依
妄想」である。この場合は確信が中心であるから，狐や
狸の姿に似た振る舞いに至ることは必ずしも必須ではな
い。
もうひとつの「憑依状態」は，狐や狸が乗りうつり，
実際にそうした態度を示す状態である。この場合には外
面に現れた状態が中心で，「憑かれている」という確信
・度合いは，特に急性期では本人から必ずしも述べられ
ない場合があり必須ではない。ただし通常は精神症状の
安定したあと，事後的に確認できる場合がほとんどであ
る。
筆者はこのうち後者，すなわち憑依状態を憑依の中心
としてこれまで研究をすすめてきた３）。憑依状態にはこ
のように外面に言動異常が現れ，憑くもの（憑依者）は
神・狐などの特異的，超越的な性質をもっているといっ
た特徴があるが，その中心は人格変換である。
普段我々の心は，例えばヤスパース４）の言うような自
己意識によって充満されているが，それが変化・流動化
し，「自分が自分ではない」といった状態になることが
ある。これを変性意識状態（altered state of conscious-
ness）という。
さらに進んでまったく自己が消えてなくなってしまう
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脱自（ecstasy），空白になった心の中に何者かが入って
くる憑依（possession）を考える。また自己意識が分離
することに焦点を当てれば解離（dissociation）にな
る。
筆者はこうした変性意識状態が憑依状態に出現し，そ
れによる人格変換体験を憑依の最も重要な要素と考え
る。一方，最近の精神医学の疾病分類，現在頻用される
DSMや ICDなどの操作的診断においては，憑依状態は
脇へ追いやられ，解離が中心に置かれている。
憑依妄想であろうと憑依状態であろうと，何かに取り
憑かれたという俗信は古くから存在していた。このうち
のあるものは病気として治療の対象になり，癒されるべ
き状態として位置づけられる。その一方で憑依によって
人々の信頼を得たり，宗教を開いたりする教祖もいる。
多くの人々がこうした宗教に集い，教祖の憑依体験を追
体験したり，派生した宗教儀礼によって生き甲斐を見出
すようになる。このように憑依は二つの面をもってい
る５）。
．日本における憑依の精神医学的研究史
の概略
精神医学に立つ憑依の研究は，明治期以降，主にドイ
ツからもたらされた精神医学が日本に着床して以降のこ
とになる。もちろんそれ以前にも和・漢の医学からの憑
依に対する見解はあったし，医学的な視点以外からの憑
依の記述も多数にのぼる。以降の論述に先がける形で，
ここではその歴史的概略にふれておきたい（一定の時代
に特化して詳論している研究もある。優れた代表作に明
治期を中心に検討した岡田の狐つき研究史がある６））。
図－１に明治期以降の憑依に関連する精神医学論文数
を示した（論文数の調査資料は，１９９３年以前の文献の場
合は河東７）の「憑依をめぐる精神医学略史と文献目録」
などを用い，１９９４年以降は医学中央雑誌で「憑依」を
キーワードとして検索した）。縦軸の分類は論文内容か
らその主な論述点・立脚点と考えられるところにもとづ
いて筆者が分類した。従って２つ以上にまたがる論文も
若干あり，また筆者の恣意が分類の実際に入っている可
能性は否めない（ここで言う「文化」という項目は，こ
れまで集積されてきたシャーマニズムや憑依の背景とな
る文化背景を念頭においているが，具体的には比較文化
精神医学や多文化間精神医学の視点を意識したものであ
り，この点については後述する）。
論文数は全体として１９６０年代から増加している。まず
シャーマニズムに関する研究において，その入巫過程
や，巫女の精神医学的問題などがとりあげられ，平行し
て（あるいは若干遅れて）風土・地域と憑依との関係が
論じられるようになる。勿論，医学・精神医学論文を発
表できる雑誌の増加といった要因も可能性のひとつとな
ろう。ただしそれ以前からも，憑依状態を呈した症例の
報告は散見されている。
臨床例の報告を中心として１９７０年代以降も憑依関連の
論文は同様の発表数の増加（４０篇）を示す。この動向で
は西山８）のいう「ターニング・ポイントとしての７０年
代」という構想との一致に興味がひかれる。すなわちこ
の年代が日本の経済状態の変化に伴う国民意識とライフ
スタイルのターニング・ポイントであるばかりでなく，
西山のいう「霊＝術」系新宗教の流行期を迎える年代で
あり，精神科医もそうした時代背景の中にあったことは
忘れてはなるまい。
１９８０年代も論文数は４５篇と多く，臨床報告例も増加
し，引き続きシャーマニズムや地域特性が論じられたり
もするが，高校生を中心に流行したコックリさんに憑依
された例や，たとえば後にふれる真光教系の「手かざ
し」と関連する症例など，宗教・教団との関係もとりあ
げられるようになる。
またひろく文化のなかで憑依を考える姿勢も前面にあ
らわれ，病気としての憑依だけではなく，地域や生活に
密着した憑依の意味が言われるようになる。
最近でも憑依の報告は決して少なくなったり，なく
なったりせず，一定の論文数を保持しているが，一方，
憑依と近縁の解離に関する論文が急増し，精神医学の中
のトピックスのひとつとなってきた。
以下このような憑依研究の歴史を踏まえながら，憑
依，特に憑依状態が日本人の心性とどのような関連をも
つのか，今ひとつのパラメーターとして宗教の動向を加
えて考えてみたい。
．地域と憑依
西洋からもたらされた精神医学をふまえ，明治期には
新たに設立された精神病院，また山陰・四国などをはじ
めとする遠隔の地において，憑きものに関する調査・研
究がおこなわれた。それらの中には榊９）の研究や島村１０）
の膨大な調査がある。
そこには日本古来から伝わっている迷信を西洋医学に
よって打破しようとする意気込みが背景にあったことが
感じられる。西洋に追いつきたいという国全体のベクト
ルが，憑依研究という小さな部分にまで及んでいるよう
に思う。
周知の森田１１）の祈祷性精神病は，古来から日本でみら
れ，また明治期の調査によって明らかにされた憑依を精
神医学の中に位置づけようとする研究の集大成であり，
さらには金字塔といえるものであろう。それ以降の臨床
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報告はしばしばこの祈祷性精神病を巡って論じられるこ
とになる。
地域との関係では「ある地域ではいまだに憑依がみら
れる」という文脈で，精神医学の視点から各地の憑依症
例を現象発見的に取り上げた論文や記録の集成が，こう
した方向の論文が連続して現れ始める１９６０年代以降現在
に至るまでみられるが，このような研究の結果，狐憑き
・狸憑き・おさき憑きといった地域独特の憑きものの研
究は精神医学の面からも進んだ。
狐や犬神に憑かれて困る者，家から家へと狐や犬神が
憑いて回る狐持ち・犬神持ちという家族関係，憑きもの
を落とす憑きもの落としは，濃淡は地域によって様々で
あるが一体になって地域に伝達されてきたと考える。
この研究の方向は日本の特殊な地域を対象とするだけ
でなく，アイヌ民族，満州，韓国などにおける研究へと
広がっていった。このうち内村１２）のイムに関する研究は
必ずしも憑依研究と直結するものではないが，ヒステ
リーの原型として位置づけた点に意義があるといわれて
いる。
．シャーマニズムと憑依
一方，明治以降の精神医学はシャーマニズムの解明に
も関与しており，１９６０年代以降に憑依をシャーマニズム
や地域との関係から論ずる論文が出現している。こうし
た論文群の１０～２０年後には，比較文化精神医学，今日の
多文化間精神医学的な視点から，さらに広く文化との関
連を考察に含む論文が出現する。
西村１３）は東北地方のシャーマニズムを調査し，憑依の
もつ癒しと病理の両側面が人々の心の中にある愛と呪い
の契機と結びついていることを見いだした。共同体の内
にあって相互に大事にし合あおうという心性と，逆に恨
みをもち相手を呪うという心性が共存し，これが憑依の
２つの方向性と関連があるという。
またアイヌのイムに関する，最近の高畑や七田１４）の研
究によれば，イムはむしろアイヌの人々の精神的な慰安
・安定の為の役割を果たしていたという。イムによって
人々はある種の祝祭的な雰囲気を味わい，更には人と人
との交流に寄与していたというのである（ちなみにアイ
ヌにはトゥス（北海道・千島），サマン（樺太）という
シャーマニズムが存在するが，こちらの方が憑依状態に
より近い）。
それまで精神の病気と考えられていただけの憑依状態
のなかに，むしろ精神保健的な要素が見て取れるという
指摘は，憑依を文化あるいは文化圏のなかで捉え直すと
いう視点から生まれた。こうした視点は逆に精神医学自
体の姿勢・視点の変更をうながすことにつながるだろう。
．新宗教と憑依
幕末から明治にかけて成立した宗教（様々な定義があ
るが，本論ではとりあえずこれを「新宗教」と呼んでお
く）の中には，憑依体験を出発点として開教されたもの
が少なくない。中山みきによる天理教，出口なおによる
大本教はその代表である。彼らがいずれもその時代にお
いては名のない，社会の中心とはなり得ない出自の女性
であったことは特記すべきであろう。
また幕末から明治という，封建体制から近代に脱皮す
る大きな変革期・転換期に，こうした宗教が出現した点
も注目すべきである。
憑依状態が宗教儀礼の中にみられる宗教もある。例え
ば円応教の「修法」と呼ばれる儀礼もその一つである。
この儀礼では宗教的指導者層が憑依ないし変性意識状態
となってお告げを告知することになるので，いわばプロ
が憑依する状態であるからあまり大きな問題となること
はない。
一方いわゆる真光系教団では憑依状態になるのは一般
信徒や来談者であるため，遷延するなどの病理症状を呈
したり，残存することがある。
表－１に憑依状態のもとに宗教ができあがった新宗教
を示す。多くは教祖が憑依状態になって，いわゆる神が
かって開かれた宗教であるが，中には同胞が神がかった
憑依状態となったことを契機に開教された教団もある。
幕末・明治期の新宗教の苦難の一つは，国家神道との
対立・闘争であった。もちろんそれは宗教間対立ではな
く，国家による宗教・思想の統一と，新宗教の教義の独
自性のあいだの闘いであった。
宗教的・組織的な面だけをみれば，神道系の各新宗教
は神道系列のなかの一部の位置を獲得できたが，問題は
その思想的・信仰的面である。例えば天理教の中山みき
は国家神道の奉じる創世神話にたいして「こふき」（泥
海古記）を対置し，国家神道と対立した。
また時代は下るが，大本は「みろくの世界」という独
自の未来世界像を提示することにより，結果として昭和
初期の天皇制ファシズムと対立することとなり，有名な
大本弾圧につながった。
この二つの教団の例をとっても，そのなかで教勢拡大
と国家との協調を念頭に，教義の柔軟化や教祖の追体験
とも考えられる信仰儀礼の改革を求める後継者・組織者
との間にしばしば教祖は教団内部での争い・論議をおこ
している。このような外・内における闘争のエネルギー
の原点の一つは，彼らの開教時の憑依体験ではなかった
かと筆者は考えている。
ここで思い起こされるのが高橋１５）の挙げる「地位の逆
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転現象」である。高橋の記載によれば，東北地方のイタ
コあるいはゴミソでは，その成巫過程の中で，それまで
夫に虐げられもっぱら忍従を強いられてきた女性が，神
がかりとなって憑依状態を呈するだけでなく，さらに地
域の小さな宗教として機能するようになると，夫が妻に
従うようになり，妻が教祖で夫がその助手というミニ教
団の形態をとると同時に，家庭自体も波風が立たなくな
る現象が起きるという。
すなわち憑依という現象は，このように女性の弱い立
場を一転して強くし，人々に対してものを言う力を与え
るのである。もちろんこれは憑依に限らず宗教が成立す
る時に見られる契機でもある。蓄積的に築きあげられた
教理・妄想着想にも通じる天啓的な確信体験・幻聴によ
る啓示体験は上述したような信念・確信をもたらし，行
動へと導くことになるであろう。
教団が大きくなるに従って，当然周囲社会，とくに国
家との調停を図る必要が生まれる。また教祖の残した奇
妙な理解しがたい文章を人々にわかりやすく伝えなおす
という操作も教団の膨張と共に起きてくる。
このような中で新宗教は人を得て大教団となると同時
に教義や教団組織の整理が行われていった。大本におけ
る出口王仁三郎はその代表である。そうした流れの中で
教祖の持っていた時代に対する神の声の役割は小さく
なっていき，変わって誰しもわかるような日常的な道徳
が教えの中心となったことが想像できる。
一方，教祖の開教時の憑依状態をあたかも追体験する
ような宗教儀礼も時代によって変化し，また教団が大き
くなっていく過程で，その位置づけ・意味づけも変化し
ていく。先に記した真光系の新宗教でも，当初病理的な
方向をしめした儀礼がしだいに信徒に癒しを与える方向
へと変わっていっている。
．最近の動向：解離性障害の増加
従来憑依状態は特殊な地域における，いわば精神の風
土病とみなされてきた一方，操作的診断では以前から解
離性障害の一つと位置づけられてきている。本論文の冒
頭で述べたごとく，憑依と解離という表面的な相違では
なく，ともに意識の変性状態という点で通底していると
いう視点からは，憑依状態に関する論文数とともに解離
性障害の論文数の様相にも目をむけるべきであろう。
図－２に１９８３年以降の憑依および解離をキーワードに
した論文数の年次推移を示す。２０００年までの約１５年間は
両者ともにほぼ一定の論文数で，解離関連の論文数に比
べて憑依関連の論文数のほうが多い。１９８３～１９９８年の１６
年間の年間の平均論文数は解離関連：２，憑依関連：６
である。ところがそれ以降では解離関連の論文が激増す
る。１９９９～２００８年の１１年間の年間の平均論文数は解離関
連：２２，憑依関連：５である。
憑依関連の論文数があまりかわらないのに比べ，解離
関連の論文数は年間平均で１０倍になっている（最も２００５
年をピークとして最近は減少傾向にあるが）。この結果
からは，変性意識状態を基盤とする病理の表現形態が憑
依から解離へと変化しつつあることを示唆するのかもし
れない。
一方，例えば自己啓発セミナーに参加する中で，変性
意識状態による精神運動興奮状態を来すような症例の報
告１６）なども目につく。野崎１６）はこの病態を現代的な祈祷
性精神病として位置づけている。
同時に変性意識状態に根ざす宗教儀礼の扱い方も教団
側でうまく制御するようになり，いわゆる真光系の信者
の「手かざし」儀礼後の精神症状出現の報告例も以前ほ
どではなくなったように思われる。
このような報告は，解離とは異なる，憑依のいわば不
全型の病理や，教団独自の憑依・変性意識状態の制御と
いう新しい事態の出現を予測させる。
．ま と め
憑依状態の精神医学研究の歴史をふりかえり，そこへ
宗教を加え検討してみると，日本人の心性の歴史の一端
に次の諸点を加えうるのではないかと考える。
１．明治期以降の新宗教の教祖が国家と対立しようと意
図できた背景には勿論多くの要因があるのだろうが，
憑依によるみずからの宗教者としての能力への信憑と
ともに，高橋のいう「地位の逆転現象」にモデルをお
くようなドラスティックな体験もその一要因として加
えられるのではないか。特に女性教祖に多いことを考
えると，日本における追いつめられた女性の心的回復
のひとつのパターンとして考えてよいのではないか。
２．精神医学が病気として捉える憑依状態に文化という
要因を織り込んで再見すると，場合によっては精神保
健的な側面も見え，憑依の多面性を物語る。憑依の消
失は同時に，われわれの心性のなかから，このような
部分が消失したことでもある。
３．最近でも憑依関連の精神医学論文は引き続き出現し
ているが，解離に関する論文が最近増加してきた。ま
た憑依という形態でなく，より無定型な変性意識に関
連する病理の出現も予測される。
脱自・憑依という形をとらなくても，精神はなんらか
の形で変性意識に親和性をもつ。日本に特徴的と言われ
る「何かに憑かれる」ことは精神の病理だけでなく精神
の健康に不必要なことではないのかもしれない。
日本における憑依研究の一側面
－ ４ －
（付記）本論文の内容は第１３回日本精神医学史学会のパ
ネル「憑依をめぐる日本人の心性史―民俗学と精神医学
の対話」にて発表した。
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An aspect of the research of possession in Japan-
from a psychiatric view
abstract :
A history of psychiatric research of possession in
Japan was examined. Religion was added as one ele-
ment. In the case of the female founder of a relig-
ion, there were many examples which began relig-
ion based on possession experience, and they
thought in Japan as one model of recovery of the
heart of the woman who led the painful life. More-
over, it became clear that the psychiatric research
on the dissociation which is common in respect of
the altered state of consciousness increase in these
days.
key words : possession, history of psychiatry, religion
図－１：日本で公表された憑依に関する精神医学的研究の論文数
北方圏学術情報センター年報 Vol.６
－ ５ －
表－１：憑依によって開教された新宗教
系統 名称 開教年 信者数
１ 諸 天理教 １８３８ １，８９２，４９８
２ 神 金光教 １８５９ ４３３，３４０
３ 神 大本 １８９２ １７３，６５３
４ 諸 朝日神社 １９０９ ２，０００
５ 神 すめら教 １９１９ １，７８０，０８５
６ 諸 円応教 １９１９ ４４４，３８４
７ キ イエスの御霊教会教団 １９３３ ３９，０００
８ 諸 大日然教 １９４０ ３，６４０
９ 神 至恩郷 １９４４ ２，０００
１０ 諸 天照皇大神宮教 １９４５ ４４８，３５７
１１ 仏 大法輪台意光妙教会 １９４５ ５９，６９０
１２ 諸 生天光神明宮 １９５４ ６，０００
１３ 諸 甘露台霊理斯道会 １９７５ １，３００
図－２：年代別の憑依と解離に関連する論文数
日本における憑依研究の一側面
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